
 

ＳＳＨ課題研究中間発表会 
１１月１５日（木）に本校にて課題研究中間発表会

が行われました。午前中には２時間の授業公開、卒業

生による講演会が行われました。午後には、ＡＳ科学

探究Ⅰ（高２ＡＳコース対象、学校設定科目）での研

究成果についてポスター発表を行いました。 

 

ＳＳＨ課題研究中間発表会 

２限 公開授業Ⅰ「ＧＳ社会と統計」 

３限 公開授業Ⅱ「ＡＳサイエンス・コミュニケーション」 

４限 松田佳祐さん（ＳＳコース卒業生）による講演 

５～６限 課題研究中間発表会 
  

 

講演会では、カブトムシのツノの研究についての

お話を聞きました。カブトムシのツノが形成される

過程はとても興味深く、またそのシミュレーション

の精度に驚きました。シミュレーションが好きでこ

の研究をすることになったと伺いましたが、好きな

ことを生かした研究を楽しんでいる様子がとても印

象的でした。 

 
 

ポスター発表には、１年生、広島大学の留学生、旧

ＳＳコースの先輩方が参加してくださいました。先

輩方からは、ポスター発表の仕方から、研究のこと

までたくさんのアドバイスをいただきました。また、

留学生の方には英語で説明しなければならず、大変

でしたが、授業のおかげもあり、ある程度落ち着い

て説明できました。今回のポスター発表では課題研

究に足りない点を見つけることができ、今後の研究

に生かしていきたいと思いました。 

 

生徒理科研究発表会 
１１月１７日（土）に広島県立広島産業会館本館

で行われた平成３０年度広島県高等学校生徒理科研

究発表会にＡＳコースから７グループ（いずれも研

究分野は理科）が参加しました。中間発表会に引き

続き各グループで工夫をこらしながらポスター発表

を行うことができました。 

 

発表題目：歩行による泥跳ねの防止法 
中間発表会と土

曜日の発表では、本

実験の内容がしっ

かりと決まらない

ままの発表だった

ので、不安がありま

したが、パソコンを

用いて、今行ってい

る足の動きのモデ

ル化について実際に見せながら説明するなど、工夫

した発表ができたように思います。今回、オーラル

発表の選考からは外れましたが、２月のＳＳＨの日

では、今回の発表での反省を踏まえた上で、より深

い内容について、工夫して発表できるようにしたい

です。 

 

発表題目：水面を浮遊する油滴 
 私たちは「水面を

浮遊する油滴」とい

う研究で参加しま

した。校外の発表会

には初めての参加

で不安もありまし

たが、得るものがと

ても多かったよう

に思います。他校の

生徒や先生方から答えに詰まる質問をたくさん受け

たり、客観的な意見をいただいたりしたことは貴重

な経験となりました。また、他校の研究も面白いも

のが多く、個人的にも懐かしい顔と出会えたりもし

て、とても楽しい時間を過ごせました。発表を通し

て得た意見等を今後につなげていきたいと思います。 
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発表題目：靴底のゴムとスキールノイズ 
私たちのグルー

プは１１月１７日

に行われたポスタ

ー発表に参加しま

した。附属高校だけ

でなく、他校の研究

グループも多く参

加していました。そ

のため普段は知る

ことのできない他校の研究についても深く知ること

ができ、とても良い機会になりました。このポスタ

ー発表会は来月にあるオーラル発表会に進むための

一次予選でもありました。私たちの班はこの一次予

選を突破して次の発表会に進むことができました。

次の発表会でも良い結果が残せるように、今回の経

験を生かし、課題研究に一生懸命取り組んでいきた

いです。 

 

発表題目：不斉金属錯体を用いたアミノ酸の光学分割 
 私たちは、自分た

ちの研究の概要と

その進捗について

他校の生徒に向け

てポスター発表を

行いました。なじみ

が薄いテーマであ

るためか、あまり他

校の人々に興味を

持ってもらうことができず、主に先生方に向けての

発表になってしまいましたが、数多くの鋭い質問を

いただき、自分たちの不足している点について再認

識することができました。また、他校の発表を聞き、

その着眼点の多様さに驚くとともに、さまざまな質

問をしてお互いに切磋琢磨することができました。 

 

発表題目：光ルミネサンス 
今回、さまざまな

人と交流すること

で、今まで自分たち

が気づかなかった

視点がたくさん見

つかりました。そし

て、他の研究発表を

聞き、研究方法や発

表方法など参考に

したい点もあります。また、いま自分たちが行って

いることは「研究」というより「先行研究にあったこ

とを実際にやってみたもの」であると実感しました。

そのため、今後、研究と呼べるようなものにしてい

くためにも、今までの実験を整理し、自分たちが何

をしたいかを考えなおしたいと思います。 

 

発表題目：ゼブラフィッシュを用いた依存症に関する基礎的研究 
今回の研究発表

会で、私たちは自身

の成長を感じまし

た。実験を計画・実

施したり、ポスター

を作成したりする

ことは大変な作業

でしたが、今後に生

かせられることを

多く学びました。また、練習を重ねたポスター発表

では、聞き手が研究内容を理解できるよう話すこと

の難しさを実感しました。私たちは今後、これらの

ことや他校の生徒たちとの意見交換など通して学ん

だことを生かして、ゼブラフィッシュへの愛を深め

つつ課題に取り組んでいこうと思います。 

 

発表題目：コケを用いた水質浄化に関する基礎的研究 
木曜日の中間発

表に続いて行われ

た土曜日の産業会

館での発表は有意

義なものとなりま

した。もちろん、望

ましいレベルの結

果を出せたわけで

はないし、データは

想定よりもいくらか前の段階のものにとどまってし

まいました。スピーチ自体についても、章立てごと

の繋がりがどうしても見えにくくなってしまうなど、

改善を要する点がいくつか発見できました。今回の

結果を足掛かりとして、ますます実験・研究を深め

ていきたいと思います。 

 

 
 

「水面を浮遊する油滴」「靴底のゴムとスキールノ

イズ」を発表した２グループが優秀賞に選ばれ、   

１２月１５日（土）に広島県立広島産業会館で開催

される研究発表会に出場することが決定しました。 

 

（作成：Ⅱ年５組ＡＳ委員） 


